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This study explores the present situation and problems of special needs education schools in 
Yamagata prefecture.  A Promotional Plan of Special Needs Education has reported every 5 
years since 2008.  And special needs education systems in preparation for special needs 
education schools.  Some special needs education schools built an addition to existing buildings 
because mentally disabled children are increasing at special needs education schools.  And there 
is need for guidance counseling or vocational education for them to become a working member of 
society and to improve the employment rate.  In addition, the children that need medical care are 
increasing.  So more nurses have been hired.  Now we have some new problems such as 
counseling for the choice of a school and interaction between children in special needs classes and 
children in normal classes. 
















































年 度 特別支援学校の体制整備 
1991（平成 3）年度 （山形盲）高等部理療科の別科廃止 
1992（平成 4）年度 （山形盲）あはき師国家試験開始，  全国身体障害者スポーツ大会山形大会開催 
1994（平成 6）年度 （山形聾）高等部普通科設置，  （ゆき養）高等部重複学級設置 
1995（平成 7）年度 （山形盲）高等部重複学級設置， （山形聾）赤外線集団補聴器，ＬＬ教室設置， 
（米沢養）高等部普通科設置， （鶴岡養）高等部普通科設置， （新庄養）高等部普通科設置 
1996（平成 8）年度 （山形養）交流教育地域推進事業 
1997（平成 9）年度 （山形聾）高等部専攻科商業技術科，生産技術科設置 
1998（平成 10）年度 （米沢養）高等部普通科重複学級設置，  （山形養）高等部普通科設置 
1999（平成 11）年度 （酒田聾）学校図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活用実践研究推進事業，交流活動地域推進事業，校舎改修完了， 
（新庄養）最上学園分教室閉級， （ゆき養）新校舎等完了 
2000（平成 12）年度 （酒田聾）地域の学校づくり推進事業， 
（米沢養）高等部訪問教育開始，教育課程推進実践研究指定校， 
（新庄養）最上学園高等部訪問教育開始 
2001（平成 13）年度 （鶴岡養）高等部訪問教育開始 
2002（平成 14）年度 （米沢養）やまなみ学園高等部訪問教育開始， （鶴岡養）鳥海学園分教室高等部訪問教育開始， 
（山形養）高等部重複学級設  
2003（平成 15）年度 （ゆき養）看護師による医療的ケアの実施 
2004（平成 16）年度 （山形聾）高等部重複学級設置 
2008（平成 20）年度 （村山特）開校，分校楯岡校開校 
2011（平成 23）年度 （酒田特）校名変更，知的教育部門併設 
2013（平成 25）年度 （山形聾）ＦＭ集団補聴システム設置，  （楯岡特）楯岡校本校化 
2014（平成 26）年度 （米沢養）長井校開校，  （村山特）山形校，天童校開校，  （楯岡特）寒河江校開校， 
（鶴岡高養)キャリア教育・就労支援等の充実事業 
2015（平成 27）年度 （鶴岡養）おひさま分教室開設，      （楯岡特）大江校開校 
2016（平成 28）年度 （酒田特）寄宿舎閉舎，          （楯岡特）キャリア教育・就労支援等の充実事業 
2017（平成 29）年度 （山形盲）寄宿舎機能移転，        （米沢養）西置賜校開校，  
（新庄養）高等部就労コース開設 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 2012（平24） 2013（平25） 2014（平26） 2015（平27） 2016（平28） 2017（平29） 
配置校数（校） ５ ７ ７ ７ ７ ８ 
対象児童生徒数（人） 23 29 31 31 35 42 
看護師配置数（人） ９ 12 13 13 14 18 








































































































































































































































した 2007（平成 19）年度以降の 10年間における
特別支援学校の現状と課題が明らかとなった。課
題は年々変化しているが，その都度，文部科学省
の動向や山形県の地域の実情に合わせて改善に取
り組んできたことが明らかとなった。 
今後は，「働き方改革」や「新学習指導要領」
など新たな視点を見据えながら，特別支援学校の
存在意義を十分に発揮して，更なる課題に取り組
んでいく必要があろう。 
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付記 
本稿では，“しょうがい”の表記を「障害」「障
がい」としている。特に，山形県の条例で定めら
れているものについては「障がい」，文部科学省か
らの文書や法律用語については「障害」と区別し
ている。 
 
 
